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麻
績
村
か
ら
全
国
大
会

　
北
信
越
大
会
へ

　

七
月
二
十
日
麻
績
村
役
場
に

て
『
ス
ポ
ー
ツ
選
手
激
励
会
』

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大

会
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
（
北

海
道
）」
に
ハ
ン
マ
ー
投
げ
で

出
場
す
る
高
校
三
年
生
刈
間
拓

己
君
（
坊
平
）、「
全
日
本
少
年

少
女
空
手
道
選
手
権
大
会
（
東

京
都
）」
に
小
学
三
年
生
男
子
、

型
お
よ
び
組
手
に
出
場
す
る
黒

岩
昇
矢
君
（
宮
本
）、「
小
・
中

学
生
全
国
空
手
道
選
手
権
大
会

（
福
岡
県
）」
の
小
学
三
年
生
男

子
組
手
と
「
北
信
越
地
区
空
手

道
選
手
権
大
会
（
石
川
県
）」

の
小
学
三
年
生
男
子
組
手
に
出

場
す
る
宮
下
桜
巳
都
君
（
中

町
）、
同
じ
く
北
信
越
大
会
に

出
場
す
る
小
学
三
年
生
男
子
組

手
中
村
聡
太
君
（
上
町
）、
小

学
四
年
生
型
瀬
戸
朝
斗
君
（
本

町
）、
小
学
六
年
生
女
子
組
手

宮
下
結
愛
さ
ん
（
丸
山
）
の
六

名
の
選
手
の
皆
さ
ん
が
来
庁
さ

れ
ま
し
た
。

　

加
瀬
教
育
長
か
ら
選
手
の
皆

さ
ん
の
紹
介
が
あ
り
、
塚
原
村

長
よ
り
、
各
大
会
で
の
活
躍
と
、

更
に
今
後
の
活
躍
に
期
待
を
込

め
た
、
激
励
が
あ
り
ま
し
た
。

　

高
校
生
の
刈
間
拓
己
君
の
ハ

ン
マ
ー
投
げ
と
の
出
会
い
は
、

お
兄
さ
ん
が
高
校
生
の
時
に
砲

丸
投
げ
を
や
っ
て
い
た
こ
と
が

き
っ
か
け
と
な
り
、
陸
上
競
技

に
興
味
を
持
っ
た
と
の
こ
と
。

大
会
が
近
い
現
在
は
ベ
ス
ト
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
仕
上
が
っ
て

き
て
い
る
そ
う
で
、「
麻
績
村

や
長
野
県
を
代
表
し
て
い
る
こ

と
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
自

分
の
持
っ
て
い
る
力
を
出
し
切

っ
て
、
全
国
の
強
豪
の
中
で
も

頑
張
り
た
い
」
と
力
強
い
コ
メ

ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。
日
頃
の

練
習
と
筋
ト
レ
で
鍛
え
ら
れ
た

身
体
や
腕
か
ら
も
、
頼
も
し
さ

を
感
じ
ま
し
た
。

　

小
学
生
の
空
手
選
手
の
皆
さ

ん
も
「
初
め
て
の
大
会
だ
け
ど

頑
張
り
た
い
」
と
塚
原
村
長
に

そ
れ
ぞ
れ
意
気
込
み
を
伝
え
ま

し
た
。
大
会
で
の
活
躍
と
結
果

報
告
が
楽
し
み
で
す
。

　
マ
ン
パ
ワ
ー
で
時
短

　
四
年
ぶ
り
の
飾
り
付
け

　

七
月
二
十
二
日
お
み
図
書
館

プ
レ
イ
ル
ー
ム
に
て
聖
ア
ー
ト

エ
キ
シ
ビ
ジ
ョ
ン
の
展
示
作
業

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
昨
年
ま
で

は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
少
人
数
で

五
時
間
ほ
ど
か
か
っ
て
の
作
業

で
し
た
が
、
今
年
度
は
総
勢
十

五
名
で
百
点
ほ
ど
の
作
品
を
二

時
間
で
飾
り
終
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

十
回
目
を
数
え
る
エ
キ
シ
ビ

ジ
ョ
ン
に
初
回
か
ら
参
加
し
て

い
る
の
が
筑
北
中
芸
術
部
で
す

が
、
飾
り
は
四
年
ぶ
り
と
い
う

事
で
全
員
初
参
加
。
初
め
て
の

作
業
に
と
ま
ど
い
な
が
ら
も
、

見
や
す
い
よ
う
に
工
夫
し
て
飾

っ
て
い
ま
し
た
。
部
長
で
三
年

生
の
丸
山
柊
佳
さ
ん
は
「
毎
日

美
術
室
で
活
動
し
て
い
る
成
果

を
村
の
皆
さ
ん
に
見
て
い
た
だ

け
る
の
は
と
て
も
う
れ
し
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

部
員
た
ち
が
「
す
ご
い
！
」
と

感
嘆
し
て
い
た
の
が
社
会
人
に

な
っ
て
い
る
先
輩
た
ち
の
作 

品
。
今
回
の
作
業
に
は
県
内
外

か
ら
三
人
が
集
ま
る
こ
と
が
で

き
、
互
い
に
近
況
報
告
を
し
な

が
ら
展
示
作
業
を
し
て
い
ま
し

た
。

　
活
気
あ
ふ
れ
る

　
麻
績
神
明
宮
祇
園
祭

　

七
月
二
十
三
日
麻
績
神
明
宮

の
祇
園
祭
が
、
出
店
や
一
般
の

方
を
招
い
て
三
年
ぶ
り
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
好
天
に

恵
ま
れ
、
多
く
の
方
が
久
し
ぶ

り
の
祇
園
祭
を
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。

▲熱気が伝わる祇園祭

　

筑
北
中
学
校

の
一
年
生
が
聖

山
に
登
っ
た
。

子
ど
も
達
が
地

元
の
山
に
登
る

の
は
、
何
年
振

り
な
の
だ
ろ
う
。

　

私
の
時
代
は
、

小
学
校
五
・
六
年
生
の
遠
足
で
、

四
阿
屋
山
・
冠
着
山
・
聖
山
の

筑
北
三
山
に
登
り
、
中
学
校
で

は
北
ア
ル
プ
ス
の
燕
岳
に
登
る

の
が
恒
例
だ
っ
た
。

　

よ
ほ
ど
山
に
慣
れ
て
い
る
人

で
な
け
れ
ば
、
大
人
に
な
っ
て

頻
繁
に
登
山
す
る
人
は
少
な
い

と
思
う
。
だ
か
ら
こ
そ
地
元
の

山
に
登
ら
せ
て
も
ら
え
た
こ
と

が
と
て
も
貴
重
な
体
験
で
感
謝

し
て
い
る
。
今
で
も
四
阿
屋
山

の
上
り
が
苦
し
か
っ
た
こ
と
。

燕
岳
の
雲
海
は
と
て
も
よ
く
覚

え
て
い
る
。

　

集
団
登
山
は
周
り
の
準
備
が

と
て
も
大
変
で
あ
る
。
今
回
も

一
緒
に
登
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

さ
ん
の
他
に
、
道
を
整
備
し
て

く
れ
た
り
、
下
見
に
行
か
れ
た

方
々
が
裏
方
に
い
る
。

　

八
月
十
一
日
は
山
の
日
。
登

れ
る
こ
と
に
感
謝
し
地
元
の
山

を
楽
し
ん
で
欲
し
い
と
思
う
。

聖 風山

▲皆さんの活躍を期待します
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▲かるたの原稿と葦沢さん

▲できあがったかるた

坊
平
　
葦
沢
英
一
さ
ん

　
麻
績
の
あ
れ
こ
れ
を

　
自
費
製
作
の
か
る
た
に

「
仕
事
を
や
め
た
か
ら
ヒ
マ

に
な
っ
て
ね
、
空
い
た
時
間

に
作
っ
て
み
た
の
さ
」
は
に

か
み
な
が
ら
語
る
英
一
さ

ん
。
長
年
経
営
し
て
来
た
石

材
店
を
息
子
さ
ん
に
引
き
継

い
だ
後
、
ふ
る
さ
と
麻
績
村

を
か
る
た
に
ま
と
め
始
め
ま

し
た
。
読
み
句
は
ど
れ
も
軽

快
な
五
七
五
。
俳
句
を
や
ら

れ
て
た
の
で
す
か
？
　
の
問

い
に
「
い
や
い
や
、
無
い
無

い
」
さ
ら
に
驚
か
さ
れ
る
の

は
内
容
で
す
。
名
所
・
旧
跡

は
も
ち
ろ
ん
、
時
代
の
流
れ

や
暮
ら
し
の
変
化
。
昔
は
良

か
っ
た
け
ど
今
だ
っ
て
い
い

ぞ
と
、
村
の
隅
々
ま
で
配
ら

れ
た
目
線
は
と
て
も
多
彩
で
、

一
人
で
書
い
た
と
は
思
え
な

い
ほ
ど
で
す
が
、「
全
部
自

分
で
書
い
た
よ
、
友
達
に
意

見
は
も
ら
っ
た
け
ど
ね
」
と

の
こ
と
。

　
つ
な
が
っ
た
縁
と

　
伝
え
た
い
思
い

「
読
み
札
は
で
き
た
ん
だ
が
、

絵
が
か
け
る
人
を
知
ら
な
く

て
ね
」
そ
こ
で
英
一
さ
ん
が

相
談
し
た
の
は
お
み
図
書
館

で
し
た
。「
市
野
川
の
久
保

田
優
子
さ
ん
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
？
」
図
書
館
が
つ
な
い

だ
縁
で
絵
札
も
仕
上
が
り
、

五
十
セ
ッ
ト
の
「
麻
績
か
る

た
」
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

「
み
ん
な
に
遊
ん
で
も
ら
い

た
い
」
と
図
書
館
を
は
じ
め
、

村
内
公
共
機
関
に
寄
贈
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
機
会
が
あ

り
ま
し
た
ら
手
に
取
っ
て
読

ん
で
み
て
下
さ
い
。
麻
績
村

を
よ
り
深
く
知
る
こ
と
が
で

き
、
英
一
さ
ん
の
ふ
る
さ
と

へ
の
思
い
も
伝
わ
る
事
で
し

ょ
う
。

お
み
ご
と

ギ
ャラ
リ
ー

OM
IGOT

O

Gallery

　
皮
膚
ト
ラ
ブ
ル
に
ご
用
心

　
～
記
念
講
演
会
開
催
～

　

信
州
大
学
医
学
部
と
麻
績
村

の
地
域
連
携
協
定
に
基
づ
く
記

念
講
演
会
が
、
七
月
一
日
に
地

域
交
流
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
講
師
に
、
医
学
部
長
・

皮
膚
科
学
教
室
教
授
の
奥
山
隆

平
先
生
を
お
迎
え
し
、「
皮
膚

の
病
気
と
ス
キ
ン
ケ
ア
」
を
テ

ー
マ
に
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

湿
疹
に
は
い
ろ
い
ろ
な
種
類

が
あ
り
、
で
き
る
原
因
は
一
つ

で
は
な
く
、
は
っ
き
り
し
な
い

こ
と
も
多
い
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
湿
疹
は
、
ま
ず
、「
か
ゆ

み
」
が
あ
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
で
、

か
ゆ
み
が
あ
り
、
湿
疹
の
赤
い

部
分
の
境
界
が
、
水
彩
絵
の
具

が
に
じ
ん
だ
よ
う
に
不
明
瞭
で
、

で
き
て
い
る
湿
疹
の
大
き
さ
や

形
な
ど
の
種
類
が
い
ろ
い
ろ
に

入
り
混
じ
っ
て
い
る
場
合
は
、

市
販
薬
を
使
っ
て
も
よ
い
湿
疹

だ
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
高
齢
に
な
っ
て
か

ら
出
て
く
る
、「
乾
皮
症
性
湿 

疹
」
に
は
保
湿
剤
を
利
用
し
ま

し
ょ
う
と
お
話
し
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　

更
に
、
注
意
が
必
要
な
湿
疹

と
し
て
、「
悪
性
黒
色
腫
」
と

い
う
病
気
で
、
湿
疹
の
大
き

さ
・
形
・
色
の
に
じ
み
具
合
が

変
化
す
る
、
大
き
さ
七
㎜
以
上

の
色
素
斑
に
は
注
意
が
必
要
と

い
う
こ
と
で
、
ス
ラ
イ
ド
で
は
、

黒
～
茶
色
の
湿
疹
の
様
子
が
映

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
講
演
後
、

会
場
か
ら
、
紫
外
線
対
策
に
つ

い
て
出
さ
れ
た
質
問
に
は
、
紫

外
線
が
強
く
な
る
、
二
～
三
月

は
特
に
注
意
が
必
要
と
い
う
こ

と
で
、
注
意
す
る
時
季
が
、
日

差
し
が
強
い
夏
で
は
な
か
っ
た

こ
と
が
印
象
的
で
し
た
。
当
日

は
約
九
〇
名
の
参
加
者
が
あ
り
、

熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

▲まず症状を観察しましょう
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▲さぁ！出発

▲先人の苦労があって今がある

麻
績
小
学
校

　
四
年
生
社
会
科
見
学 

　

四
年
生
で
は
、
社
会
科
で
篠

ノ
井
線
に
つ
い
て
学
習
し
、
現

在
は
廃
線
と
な
っ
て
い
る
明
科

の
三さ

五ご

山
ト
ン
ネ
ル
、
漆
久
保

ト
ン
ネ
ル
を
見
学
し
て
き
ま
し

た
。
昔
の
ト
ン
ネ
ル
が
ほ
ぼ
そ

の
ま
ま
残
っ
て
お
り
、
中
も
歩

い
て
通
れ
る
た
め
、
探
検
に
来

た
み
た
い
で
ウ
キ
ウ
キ
の
子
ど

も
た
ち
で
し
た
。
見
学
は
当
時

べ
て
分
か
っ
た
こ
と
や
見
学
で

分
か
っ
た
情
報
を
も
と
に
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
で
ま
と
め
て
い
き
ま

し
た
。
事
前
に
、
麻
績
村
に
鉄

道
を
通
す
こ
と
に
貢
献
し
た
人

物
〝
藤
原
喜
之
作
〟
に
つ
い
て

学
ん
で
い
た
子
ど
も
た
ち
は
、

「
喜
之
作
さ
ん
が
い
て
く
れ
て

良
か
っ
た
」「
喜
之
作
さ
ん
が

頑
張
っ
て
く
れ
た
か
ら
篠
ノ
井

線
が
あ
る
」
と
感
謝
し
て
い
ま

し
た
。

　
筑
北
中
学
校
生
徒
会
通
信

　

筑
北
中
学
校
の
生
徒
会
通
信

を
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
左
記
Ｕ
Ｒ
Ｌ
か
ら
ご

覧
く
だ
さ
い
。

https://w
w

w
.vill.om

i.nagano. 
jp/kurashi/kyoiku/kyoiku1130.
htm

l

※
今
月
号
五
面
に
掲
載
の
生
徒

会
通
信
は
誌
面
の
関
係
上
ダ

イ
ジ
ェ
ス
ト
版
に
な
り
ま
す
。

（
掲
載
内
容
）

・
四
月
号

「
ご
入
学
、
後
進
級
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
」

・
五
月
号

「
第
一
回
生
徒
総
会
ほ
か
」

・
六
月
号

「
中
体
連
、
第
六
十
六
回
筑
北

祭
に
向
け
」

・
七
月
号

「
筑
北
祭
百
日
前
イ
ベ
ン
ト
」

筑
北
中
学
校

　
聖
山
登
山

　

七
月
十
九
日
筑
北
中
学
校
の

一
年
生
が
聖
山
へ
登
山
に
行
き

ま
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
学
習
と
し
て
、
村

内
各
地
を
訪
れ
、
麻
績
村
の
歴

史
や
重
要
文
化
財
、
観
光
に
つ

い
て
学
習
し
て
い
ま
す
。
そ
ん

な
学
習
の
一
つ
と
し
て
聖
山
の

自
然
に
触
れ
、
地
域
の
方
と
も

交
流
を
深
め
な
が
ら
麻
績
村
の

新
た
な
魅
力
発
見
に
出
発
し
ま

し
た
。

　

事
前
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加

の
呼
び
か
け
を
し
た
と
こ
ろ
地

域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の

協
力
を
得
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。

　

坊
平
の
登
山
口
か
ら
山
頂
を

目
指
し
、
道
中
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
か
ら
説
明
を
聞
く
な
ど

し
な
が
ら
歩
を
進
め
ま
し
た
。

当
日
は
曇
り
空
で
湿
度
が
高
く

大
変
で
し
た
が
山
頂
へ
着
く
と

今
ま
で
の
苦
労
が
吹
き
飛
ん
で

い
ま
し
た
。

　

聖
山
登
山
の
後
は
聖
博
物
館

や
聖
湖
周
辺
へ
向
か
い
ま
し
た
。

今
回
の
学
習
の
成
果
は
ま
と
め

を
行
い
今
後
発
表
す
る
予
定
に

な
っ
て
い
ま
す
。

の
ト
ン
ネ
ル
工

事
の
大
変
さ
を

学
ぶ
た
め
に
行

き
ま
し
た
が
、

「
こ
れ
だ
け
長

い
ト
ン
ネ
ル
を

人
が
掘
っ
た

の
？
」「
壁
は

レ
ン
ガ
で
で
き

て
い
る
ね
」
な

ど
と
、
よ
く
見

て
よ
く
考
え
な

が
ら
、
メ
モ
を

と
っ
た
り
写
真

を
撮
っ
た
り
し

ま
し
た
。
帰
っ

て
き
て
か
ら
の

授
業
で
は
、
調
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生生徒徒会会通通信信  77 月月 

筑筑北北祭祭１１００００日日前前イイベベンントト    
６月２２日（木）に行われた筑北祭１００日前イベントでは、筑北祭サブテーマの発表・ステージバック

案のアンケートの説明、生徒会企画「筑中有名人」参加募集の説明が行われました。会員全員が、それぞれ

の役割を把握し協力し合いながら準備を進め、「革新」の筑北祭を創っていきましょう。 

 

 

 

 

 

 
 

７月５日（水）に、現在のような全校生徒での「筑中ソーラン」が始まったきっかけや様子など、当時筑

北中学校３学年を担任していらっしゃった一色保典先生（上田第二中学校の校長先生）に、また７月７日

（金）には、始まりから４年後に筑北中学校を卒業された、滝澤健太先生（生坂小にご勤務）にお越しいた

だき「筑中ソーラン」についてお話を伺いました。そこでお聞きした「筑中ソーランの歴史」について、一

色保典先生のお話を中心にお届けします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 筑北祭サブテーマのアンケートの結果から、サブテーマは「新た

な時代を切り拓け」に決定しました。この「新たな時代を切り拓

け」のサブテーマには、コロナが緩和され、やりたいことや新しい

ことができるようになった今、「自分たちが行動し、新たな時代を

創りだしていこう」という願いが込められています。その願いの

ように、新しいことに挑戦しながら、全会員と筑北祭を創り上げ

ていきたいと思います。     生徒会長 平田 瑛路 

 

第第６６６６回回筑筑北北祭祭テテーーママ  

革革  新新  
「「新新たたなな時時代代をを切切りり拓拓けけ」」  

「筑中ソーラン」の原点を探る 

一色 保典先生 滝澤 健太先生 へのインタビュー 

現在のような全校生徒での「筑中ソーラン」の始まりは平成２１年でした。当時は１クラス４０人

ほど、全校生徒は約１２０人いたそうです。「筑北中学校の学校目標である、『心豊かに 逞しく』

の『逞しく』が、生徒たちにまだ足りないのでは」と考えた一色先生は、「よさこいソーラン」の躍

動感・逞しさを筑中生にも感じてもらいたいと思い、生徒会に挑戦をしてみないかと提案をしたそう

です。生徒会メンバーは「やってみましょう」と、まず３年生が先頭をきってソーラン練習をスター

トしました。練習の輪は全校に広がり夏休み中も有志で練習を行っていたところ、「サマーナイトフ

ェスティバルに出てみない？」というお誘いがあり、まだ充分な演舞ではなかったですが、会員が一

生懸命に声を出しながら踊る姿は、その場にいた後輩や、地域の方の心を動かしたそうです。踊って

いた生徒たちも、大きな達成感を感じ、やがて１、２年生も加わり、練習にも熱が入っていったそう

です。全校が 1つになる本気の「筑中ソーラン」を目指し練習を重ね、迎えた筑北祭当日、雨上がり

の校庭を泥だらけになりながら、力強い演舞を踊ったそうです。演舞が終わると、生徒たちは、仲間

とやりきった満足感と感動で涙を流した人もいたそうです。一色先生は「その姿は筑中生の『逞し

さ』」そのものだった」とおっしゃっていました。 

平成２５年度卒業生である滝澤先生は、「先輩達がかっこよかった。率先して声を出し、引っ張っ

ていた。」と、当時の「筑中ソーラン」への熱さを語ってくださいました。そして、私たち後輩に

「コロナだから、コロナだったからと言うのではなく、新しく挑戦していってほしい。」とメッセー

ジをくださいました。 

お２人のお話を、１１日（火）の「ソーラン集会」で紹介し、新たに今年の「筑中ソーラン」への思い

を全員で確認しました。。 

合言葉は「己の全力」 

「全力」の姿を、正副隊長中心に、これから追い求めていきます。 

初初代代「「筑筑中中ソソーーラランン」」  
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が
濃
厚
で
あ
る
。

〇
「
仏
眼
山
法
善
寺
」

　

木
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像　

像

高
四
十
五
・
五
㎝
。
定
朝
様
式

を
残
す
量
感
あ
る
仏
像
で
あ
る
。

〇
「
高
丈
六
堂
」

　

木
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像　

像

高
一
三
三
・
五
㎝
「
さ
す
ら
い

の
佛
」「
流
転
の
仏
像
」「
丈
六

様
」
の
愛
称
が
あ
る
。

　

筑
北
村
坂
井
の
安
養
寺
・
矢

倉
の
大
福
寺
（
善
導
寺
）・
旧

高
村
の
飛
地
下
井
堀
丈
六
堂
を

経
て
、
明
治
二
十
二
（
一
八
八

九
）
年
高
村
虚
空
蔵
堂
に
遷
座

さ
れ
る
。

　

聖
博
物
館
の
開
館
に
あ
た
り
、

昭
和
四
十
年
六
月
五
日
よ
り
学

術
研
究
の
た
め
昭
和
四
十
二
年

九
月
三
十
日
ま
で
聖
高
原
へ
出

向
（
年
季
奉
公
）
し
て
い
る
。

○
「
布
光
山
醫
王
院
福
満
寺
」

　

木
造
日
光
・
月
光
菩
薩
立
像

鎌
倉
時
代
末
、
別
項
参
照

　

木
造
金
剛
力
士
像　

運
慶
様

式
に
近
い
鎌
倉
期
の
仁
王
像
を

彷
彿
さ
せ
る
県
内
屈
指
の
仁
王

像
で
あ
る
。
平
成
二
十
二
年
～

二
十
三
年
に
解
体
修
理
が
行
わ

れ
た
。

　

木
造
天
部
立
像
（
四
天
王
）

造
立
年
代
は
、
平
安
時
代
が
二

体
、
鎌
倉
時
代
初
期
が
一
体
、

後
期
が
一
体
で
あ
る
。

　

伊
賀
藤
原
時
盛
願
文　

永
仁

四（
一
二
九
六
）年
、
別
項
参
照

　

こ
の
他
鎌
倉
時
代
末
期
の
五

輪
塔
が
あ
る
。

　
お
わ
り
に

　

鎌
倉
幕
府
の
創
始
者
、
源
頼

朝
は
、
国
に
守
護
、
郷
や
荘
園

に
地
頭
を
お
い
て
統
括
し
た
。

　

信
濃
守
護
は
、
塩
田
に
北
条

氏
鎌
倉
幕
府
と
直
結
し
た
麻
績

御
厨
の
地
頭
は
伊
賀
氏
一
族
で

あ
っ
た
。

　

鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
時
代
中

頃
ま
で
、
二
・
三
の
争
乱
は
あ

っ
た
が
、
麻
績
御
厨
は
平
穏
に

推
移
し
た
。
地
頭
伊
賀
氏
、
建

武
の
新
政
以
後
の
飯
野
氏
、
両

者
の
人
脈
が
活
躍
し
た
足
跡
が
、

麻
績
御
厨
八
カ
条
の
歴
史
・
文

化
遺
産
と
し
て
残
さ
れ
た
。
特

に
、
前
記
の
「
伊
賀
藤
原
時
盛

願
文
」
は
、
い
ず
れ
国
の
重
要

文
化
財
に
指
定
さ
れ
る
で
あ
ろ

う
稀
有
な
史
料
で
あ
る
。

　

麻
績
町
村
は
、
東
山
道
支
道

の
駅う

ま
や

が
置
か
れ
、
伊
勢
神
宮
ゆ

か
り
の
麻
績
神
明
宮
が
鎮
座
し
、

御
厨
八
カ
条
の
中
心
地
で
あ
っ

た
と
推
考
さ
れ
る
が
、
地
頭
伊

賀
氏
の
名
が
史
料
に
無
い
。

　

こ
の
時
代
「
守
護
不
入
」
の

地
が
あ
っ
た
。
院
領
は
じ
め
、

皇
室
・
公
家
・
寺
社
領
等
の
地

域
内
に
守
護
が
入
り
、
租
税
の

徴
収
・
罪
人
の
逮
捕
な
ど
を
す

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ

れ
に
準
じ
て
、
麻
績
町
村
は

「
地
頭
不
入
」
の
条
で
あ
っ
た

こ
と
が
推
考
さ
れ
る
。

　

後
世
の
安
土
桃
山
時
代
・
天

正
九
（
一
五
八
〇
）
年
伊
勢
神

宮
の
御
師
宇
治
久
家
が
記
し
た

「
信
濃
国
道
者
御
祓
い
く
ば
り

日
記
」
に
「
オ
ミ
北
条
分
」
の

記
事
が
あ
る
。
史
学
博
士
井
原

今
朝
男
氏
は
、
福
満
寺
に
願
文

を
献
じ
た
、
伊
賀
藤
原
時
盛
が

麻
績
御
厨
北
条
の
地
頭
だ
と
説

く
。
安
坂
川
（
現
麻
績
川
）
南

の
矢
倉
・
野
口
と
安
坂
・
永
井

の
四
カ
条
が
矢
倉
の
地
頭
伊
賀

光
宗
の
係
累
で
、
麻
績
御
厨
の

地
頭
は
二
人
で
あ
っ
た
と
推
考

さ
れ
る
が
確
証
は
な
い
。

　

福
満
寺
は
、
鎌
倉
時
代
の
文

化
遺
産
を
最
も
多
く
所
蔵
し
て

い
る
。
し
か
し
、
願
文
末
尾
の

傷
み
が
激
し
く
、
寺
名
・
僧
名

の
解
読
が
不
可
能
で
寺
名
の
史

料
が
な
い
。
寺
名
の
最
も
古
い

史
料
は
、
平
安
時
代
の
応
保

元
（
一
一
六
一
）
年
に
造
像
さ

れ
た
（
伝
）
賓び

ん

頭ず

盧る

尊
者
座
像

の
陰
刻
名
「
鍬
山
寺
」
で
あ 

る
。
こ
の
寺
名
に
つ
い
て
は
、

鍬
山
寺
が
福
満
寺
に
な
っ
た
の

か
、
別
に
独
立
し
た
鍬
山
寺
が

あ
っ
た
の
か
定
か
で
は
な
い
。

　

海
善
寺
の
多
宝
塔
・
五
輪
塔

に
つ
い
て
、
近
年
の
史
学
説
で

鎌
倉
時
代
建
立
が
濃
厚
で
あ 

る
。
し
か
し
、
被
供
養
者
・
建

立
者
は
不
明
で
あ
る
等
々
の
課

題
が
あ
る
。
新
た
な
史
料
の
発

見
に
期
待
し
た
い
。

　
引
用
・
参
考
文
献
（
順
不
同
）

　

中
世
の
麻
績
御
厨
と
伊
賀
氏

の
遺
産
、
伊
賀
藤
原
時
盛
願
文

県
宝
、
諮
問
調
書
、
麻
績
・
日

向
・
坂
井
・
坂
北
・
本
城
・
大

岡
各
村
誌
、
麻
績
村
石
造
文
化

財
、
麻
績
村
の
歴
史
遺
産
と
文

化
財
、
麻
績
神
明
宮
神
社
誌
、 

紙
芝
居
絵
本
、
信
濃
史
学
会
誌

「
信
濃
」、
信
濃
毎
日
新
聞
、
市

民
タ
イ
ム
ス
、
月
の
館
通
信
、

長
野
県
歴
史
人
物
大
辞
典
、
長

野
県
歴
史
大
年
表
、
広
辞
苑
、

日
本
語
大
辞
典
、
さ
す
ら
い
の

佛
丈
六
様
の
伝
記

［
寄
稿
］信
濃
史
学
会
会
員

飯
森　

忠
幸

　
麻
績
御
厨
の
鎌
倉
殿

（
そ
の
七
）

　
鎌
倉
時
代
の
文
化
遺
産

　

麻
績
村
に
は
鎌
倉
時
代
の
仏

像
、
御
正
体
、
石
塔
、
文
書
等

の
文
化
遺
産
が
あ
る
。
国
・
県 

・
村
の
宝
と
し
て
指
定
さ
れ
、

全
国
的
に
も
稀
な
「
麻
績
御
厨

の
鎌
倉
殿
」
伊
賀
氏
に
関
わ
る

遺
産
も
あ
る
。

〇
「
麻
績
神
明
宮
」

　

懸
仏
（
御
正
体
）　

大
日
如

来
金
剛
界
・
胎
蔵
界
の
二
仏
、

薬
師
如
来
一
仏
（
残
闕
）
が
奉

献
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
別

個
の
も
の
で
、
鏡
は
亡
失
し
て

し
ま
っ
て
い
る
が
貴
重
な
遺
例

で
あ
る
。

〇
「
上
野
山
海
善
寺
」

　

多
宝
塔
・
五
輪
塔　

こ
の
二

基
は
麻
績
城
主
服
部
左
衛
門
清

信
の
供
養
塔
と
の
伝
承
で
あ
る
。

上
田
市
常
楽
寺
の
多
宝
塔
（
国

指
定
重
要
文
化
財
）
に
類
似
し

て
お
り
、
鎌
倉
時
代
の
石
造
文

化
が
麻
績
御
厨
に
及
ん
だ
遺
例

と
み
ら
れ
、
塩
田
北
条
氏
と
の

関
わ
り
が
う
か
が
え
る
。
承
久

の
乱
後
新
補
地
頭
と
し
て
補
任

さ
れ
た
伊
賀
氏
一
族
の
造
立
説
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ま
ち
か
ど
ス
ケ
ッ
チ

　
受
講
生
の
作
品
展 
開
催

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
文
化
セ
ン
タ
ー
松
本

教
室
の
講
座
「
わ
た
し
流
！
ま

ち
か
ど
ス
ケ
ッ
チ
」
の
受
講
生

の
皆
さ
ん
と
、
講
師
の
田
口
勝

さ
ん
の
作
品
展
が
開
か
れ
、
村

内
外
か
ら
多
く
の
方
が
鑑
賞
に

訪
れ
ま
し
た
。

　

山
や
田
園
、
街
並
み
、
見
覚

え
の
あ
る
松
本
平
や
麻
績
村
の

風
景
画
は
、
描
か
れ
た
人
々
の

会
話
が
聞
こ
え
て
く
る
か
の
よ

う
で
す
。
こ
の
展
示
の
き
っ
か

け
を
作
っ
て
く
だ
さ
っ
た
小
島

正
子
さ
ん
（
上
町
）
の
「
ひ
や

っ
こ
坂
」
も
た
い
へ
ん
好
評
で

し
た
。

　
読
み
語
り
講
座 

開
催

　

絵
本
専
門
士
の
谷
口
和
恵
さ

ん
を
講
師
に
お
迎
え
し
、
読
み

語
り
の
基
本
や
心
得
な
ど
を
お

話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
講
師
に
よ
る
手
遊

び
・
素
話
（
お
話
を
暗
記
し
て

語
る
も
の
）・
絵
本
の
読
み
語

り
、
の
三
つ
か
ら
構
成
さ
れ

た
〝
ミ
ニ
お
話
会
〟
で
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
そ
の
あ
と
、
絵

本
の
持
ち
方
や
声
の
出
し
方
な

ど
の
技
術
的
な
こ
と
、
年
齢
別

の
選
書
の
仕
方
や
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
の
心
得
に
つ
い
て
、

と
お
話
は
進
ん
で
い
き
ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
心
得
で
は

「
相
手
の
時
間
を
い
た
だ
い
て

い
る
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
ず
に
、

責
任
感
を
持
っ
て
活
動
を
」
と
、

し
っ
か
り
準
備
す
る
大
切
さ
を

説
か
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
素
話
に
と

て
も
感
動
し
た
。
ぜ
ひ
自
分
で

も
挑
戦
し
て
み
た
い
」「
お
話

が
心
に
沁
み
込
み
や
す
い
幼
児

期
に
、
た
く
さ
ん
の
お
話
を
読

ん
で
あ
げ
た
い
」「
ち
ょ
っ
と

し
た
小
道
具
で
、
お
話
が
ぐ
ん

と
伝
わ
り
や
す
く
な
る
。
と
て

も
参
考
に
な
っ
た
」
と
感
想
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

限
ら
れ
た
時
間
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
豊
富
な
内
容
と
ポ
イ
ン

ト
を
押
さ
え
た
お
話
で
、
充
実

し
た
講
座
と
な
り
ま
し
た
。

　
聖
ア
ー
ト
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン

　
開
催
中
！

　

地
域
の
方
々
の
作
品
展
、
聖

ア
ー
ト
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
は
、

今
回
が
第
十
回
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
も
地
域
の
方
々
、
小
中

学
生
を
は
じ
め
、
麻
績
を
離
れ

た
卒
業
生
か
ら
も
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
二
十
七
日
（
日
）
ま
で

の
開
催
で
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。
別
紙
で
作
品
紹
介
を
し

て
い
ま
す
。

　
麻
績
小
学
校
図
書
館
だ
よ
り

　

Ａ
Ｌ
Ｔ
の
ス
テ
ィ
ナ
先
生
の

発
案
で
、
英
語
の
本
に
も
興
味

を
も
ち
、
気
軽
に
手
に
取
っ
て

み
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
の
も

と
、『
リ
ト
ル
・
フ
リ
ー
・
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ー
』（
自
由
な
小
さ

い
本
棚
）
と
い
う
本
棚
を
中
学

校
の
先
生
に
作
成
し
て
い
た
だ

き
、
小
学
校
の
図
書
委
員
さ
ん

に
、
色
を
付
け
て
も
ら
い
ま
し

た
。
そ
し
て
、
英
語
の
本
を
た

く
さ
ん
入
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
二
〇
〇
九
年
に
ア

メ
リ
カ
で
始
ま
り
、
今
で
は
一

〇
〇
か
国
以
上
に
広
ま
っ
て
い

る
も
の
で
す
。
だ
れ
で
も
、
い

つ
で
も
自
由
に
借
り
ら
れ
、
強

制
で
は
な
く
だ
れ
か
と
シ
ェ
ア

し
た
い
本
が
あ
れ
ば
、
寄
贈
し

て
置
い
て
い
く
と
い
う
シ
ス
テ

ム
に
な
っ
て
お
り
、
気
軽
に
読

書
に
親
し
め
、
交
流
の
場
に
も

な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

残
念
な
が
ら
、
今
回
入
っ
た

本
は
、
図
書
館
の
本
な
の
で
返

却
し
て
も
ら
い
ま
す
が
、
身
近

な
所
に
こ
ん
な
か
わ
い
ら
し
い

本
棚
が
あ
っ
た
ら
、
手
に
取
っ

て
読
ん
で
み
た
く
な
り
ま
す
ね
。

　

本
も
カ
ラ
フ
ル
で
、
絵
を
見

て
い
る
だ
け
で
も
楽
し
い
で
す
。

　

高
学
年
だ
け
で
な
く
、
低
学

年
も
親
子
で
ぜ
ひ
読
ん
で
み
て

く
だ
さ
い
。

６月貸し出し数
貸出冊数一般	 835冊
貸出冊数児童	 1283冊
来館者数一般	 395人
来館者数児童	 997人

７

▲お話を読んでもらうのはいく
　つになっても楽しいですね

▲スティナ先生、これ何て書いて
　あるの？

▲本棚にペイントする図書委員た
　ち。きれいに塗らなくちゃね

▲それぞれの作品を手に。後列
　右から二人目が田口先生
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麻
績
消
防
署
か
ら
の

　
お
知
ら
せ

　

九
月
九
日
は
、
九
（
き
ゅ

う
）
と
九
（
き
ゅ
う
）」
の
語

呂
合
わ
せ
か
ら
救
急
の
日
と
言

わ
れ
て
お
り
、
急
に
病
気
に
な

っ
た
人
や
ケ
ガ
を
し
た
人
に
対

し
、
急
場
の
手
当
て
を
す
る
こ

と
を
「
救
急
」
と
言
い
ま
す
。

救
え
る
は
ず
の
命
を
救
う
た
め

に
は
、
一
刻
も
早
い
「
応
急
手

当
」
と
「
医
療
機
関
で
の
治

療
」
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
本

人
や
周
り
に
い
る
方
が
「
普
段

と
様
子
が
違
う
、
す
ぐ
に
病
院

を
受
診
し
た
ほ
う
が
良
い
」
と

判
断
さ
れ
た
場
合
は
、
迷
わ
ず

一
一
九
番
通
報
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
通
報
後
は
救
急

隊
が
到
着
す
る
ま
で
の
間
、
応

急
手
当
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

救
急
車
は
一
一
九
番
通
報
を

受
け
現
場
に
最
も
近
い
車
両
が

出
動
し
ま
す
が
、
緊
急
性
の

な
い
救
急
車
利
用
が
増
え
る

と
、
消
防
署
に
い
る
は
ず
の
救

急
車
が
不
在
と
な
り
、
別
の
消

防
署
か
ら
出
動
す
る
た
め
、
救

急
車
の
現
場
到
着
ま
で
の
時
間

が
遅
く
な
り
ま
す
。
救
急
車
を

本
当
に
必
要
な
人
が
必
要
な
時

に
使
え
る
よ
う
に
救
急
車
の
適

正
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま

た
、
消
防
署
で
応
急
手
当
の
講

習
会
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ
先

　

麻
績
消
防
署

　

電
話　

六
七-
二
九
九
二

　
住
宅
防
火
・
防
災

　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

（
実
施
期
間
九
月
一
日
～
九
月

二
十
一
日
）

　

近
年
の
住
宅
火
災
に
お
け
る

死
者
の
う
ち
、
約
七
割
が
六
十

五
歳
以
上
の
高
齢
者
と
な
っ

て
い
ま
す
。
高
齢
化
と
と
も

に
、
高
齢
者
の
住
宅
火
災
に
お

け
る
死
者
の
増
加
が
懸
念
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
火
災

を
「
起
こ
さ
な
い
！
」「
早
く

知
る
！
」「
早
く
消
す
！
」「
拡

大
を
防
止
す
る
！
」
こ
と
が
重

要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
高
齢
者

が
火
災
の
被
害
に
遭
わ
な
い
よ

う
に
、
九
月
十
八
日
の
敬
老
の

日
に
は
、
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
作
動
確
認
や
寝
た
ば
こ
防

止
・
ガ
ス
コ
ン
ロ
等
の
適
切
な

使
用
を
呼
び
か
け
て
、
安
心
・

安
全
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
住
宅
用
火
災
警
報

器
の
電
池
は
、
寿
命
が
約
一
〇

年
で
す
。
こ
の
機
会
に
点
検
を

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
三
年
ぶ
り
の
開
催
！

　
ふ
く
し
の
つ
ど
い

　
開
催
の
お
知
ら
せ

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
流
行
の
た
め
中
止
し
て
い
た

「
ふ
く
し
の
つ
ど
い
」
今
回
三

年
ぶ
り
の
開
催
で
す
。

○
開
催
日
時

　

令
和
五
年
八
月
二
十
七
日

（
日
）午
後
一
時
三
〇
分
～

○
会
場

　

麻
績
村
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

　

日
頃
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
行
っ

て
い
る
オ
ン
ラ
イ
ン
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
や
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

の
体
験
そ
し
て
「
姿
勢
測
定
」

な
ど
健
康
増
進
関
連
の
コ
ー
ナ

ー
や
各
種
団
体
活
動
の
紹
介
コ

ー
ナ
ー
な
ど
お
楽
し
み
が
い
っ

ぱ
い
。
普
段
あ
ま
り
目
に
し
な

い
、
福
祉
車
輛
や
災
害
準
備
品

の
展
示
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
お
出
か
け
い
た
だ
き
楽

し
く
体
験
し
て
く
だ
さ
い
。

　

メ
イ
ン
テ
ー
マ
は

「
ふ
つ
う
の
く
ら
し
の
し
あ
わ

せ
を
み
つ
け
よ
う
」

　

皆
様
の
ご
来
場
を
心
か
ら
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

※
詳
細
は
、
社
協
報
・
チ
ラ
シ

折
り
込
み
等
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ
先

　

麻
績
村
社
会
福
祉
協
議
会

　

電
話　

六
七-

三
〇
九
九

▲多くの皆さんのご参加お待ちしてます

栁原　早
さ

砂
さ

ちゃん
賢太郎・亜里沙
（叶里）

堤　樹
じゅ

里
り

ちゃん
純一・香保里
（半在家）

佐藤　陽
ひ

菜
な

ちゃん
将志・綾香
（天王）

　
お
誕
生
お
め
で
と
う

　
ご
冥
福
を
祈
る

久
保
田
德
子　

82
歳　

市
野
川

細
川
富
美
子　

92
歳　

下
井
堀


